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発行者
笠間市社協中央支部
編　集
中央支部広報委員会
印　刷
㈲シーエス

科　目 決算額 摘　　　要
前年度繰越金 444,536
会員会費還元金 903,000 市社協より

助成金 140,300 市社協より
福祉コミュニティ、広報助成金

バザー売上金 0 ふるさと祭り（中止）
事業参加費 0 しあわせサロン散策・支部委員研修等（中止）
配食弁当代 43,400 10/23・11/20・１/15・３/19（４回実施）
雑収入 407 利息 他
合計 1,531,643

科　目 予算額 摘　　　要
前年度繰越金 704,239
会員会費還元金 900,000 市社協より

助成金 140,000 市社協より　福祉コミュニティ　50,000
　　　　　　広報助成金　　　　90,000

バザー売上金 200,000
事業参加費 100,000 しあわせサロン散策・支部委員研修等
配食弁当代 115,000
雑収入 761 利息 他
合計 2,160,000

【収入の部】	 単位：円【収入の部】	 単位：円

科　目 決算額 摘　　　要
会議費 9,518 支部委員会・代議員会
事務局費 41,340 役員選考及び会計監査
事務通信費 1,490 事務用品

事業費 745,056

会費地区還元金 441,000
グランドゴルフ・輪投げ 55,177
配食サービス 132,716
広報紙発行 107,757
その他

バザー開催費 0 バザー開催諸経費（中止）
研修費 0 支部委員・福祉推進員　等研修（中止）
予備費 30,000 県立中央病院応援募金
合計 827,404

科　目 予算額 摘　　　要
会議費 50,000 各種会議時のお茶代等
事務局費 30,000
事務通信費 20,000 事務用品

事業費 1,548,000

会費地区還元金・三世代交流
グランドゴルフ・輪投げ
配食サービス・しあわせサロン
広報紙発行　その他

バザー開催費 200,000 バザー開催諸経費

研修費 120,000 支部委員・福祉推進員
むつみ会・広報委員・女性部

予備費 192,000
合計 2,160,000

【支出の部】	 単位：円【支出の部】	 単位：円

令和２年度　決算報告書令和３年度　予算書

　
令
和
三
年
度
代
議
員
会
開
催

　
　
　
　
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
方
針
き
ま
る

　

去
る
四
月
二
十
五
日
（
日
）
中
央
支
部
の
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
入
江
支
部
長
の

あ
い
さ
つ
、
続
い
て
来
賓
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
赤
尾
杉
友
一
委
員
（
西
町
二
区
長
）
が

議
長
を
務
め
、
令
和
二
年
度
の
事
業
・
会
計
報
告
、
続
い
て
令
和
三
年
度
の
事
業
計
画
並

び
に
予
算
案
が
事
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

◎
活
動
の
重
点
目
標
と
事
業
内
容

㈠　

活
動
資
金
の
確
保

〇
会
員
会
費
の
募
集
（
七
月
）

〇
福
祉
バ
ザ
ー
（
十
月
）

㈡　

高
齢
者
福
祉
活
動
の
推
進

〇
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
散
策
（
中
止
）

〇
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
会
食
会

　

（
手
打
ち
そ
ば
十
二
月
）

〇
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

（
毎
月
一
回
、
十
二
月
を
除
く
）

〇
高
齢
者
親
善
交
流
会
（
十
月
）

　

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、輪
投
げ
）

〇
敬
老
会
の
支
援
協
力

㈢　

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

〇
県
立
友
部
特
別
支
援
学
校・福
祉
セ

ン
タ
ー「
た
け
の
こ
」の
活
動
を
支
援

㈣　

三
世
代
交
流
の
推
進

〇
各
行
政
区
で
実
施
さ
れ
る
三
世
代

交
流
会
の
支
援

㈤　

研
修
会
の
実
施

〇
支
部
委
員
・
福
祉
推
進
員
・
む
つ

み
会
員
・
広
報
委
員
を
対
象
に
し

た
視
察
研
修
（
中
止
）

〇
女
性
部
員
の
視
察
研
修

〇
普
通
救
命
講
習
会
の
実
施

㈥　

広
報
活
動
の
推
進

〇
支
部
だ
よ
り
年
三
回
発
行

ご
あ
い
さ
つ

支
部
長
　
荒
　
張
　
晴
　
夫

　

支
部
社
協
の
運
営
に
従
事
し
て
五
年
、

今
年
よ
り
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
。
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
つ
つ
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
三
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
収
ま
ら
ず
、
支
部
社
協
活

動
も
制
限
さ
れ
た
な
か
で
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
笠
間
市
に
お
い

て
も
五
月
よ
り
順
次
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始

ま
り
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
一
刻
も
早
く
生
活
が
元
に
戻
り
、
少

し
ず
つ
で
も
本
来
の
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

制
約
の
あ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新

支
部
役
員
一
同
力
を
合
わ
せ
支
部
活
動
の

向
上
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

令
和
三
年
度
　
支
部
役
員
紹
介

令
和
三
年
度
　
支
部
役
員
紹
介

支
部
長

荒
張　

晴
夫（
新
任
）

副
支
部
長

髙
田　

眞
弓（
新
任
）

会
計
監
査

上
野　

孝
次（
新
任
）

副
支
部
長

福
島　

和
彦（
再
任
）

会
　
　
計

藤
枝　

正
一（
新
任
）

会
計
監
査

髙
野　

康
司（
再
任
）

副
支
部
長

栗
股　

克
巳（
新
任
）
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あ

と

が

き

　

令
和
三
年
度
に
入
り
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
心
配
は
続
い
て

い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
集
団

免
疫
の
状
態
が
で
き
れ
ば
、
支
部
の
活
動

も
気
軽
に
楽
し
く
取
組
め
る
の
で
は
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
は
広
報
委
員
の
交
替
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま

ず
、
鈴
木
征
夫
さ
ん
、
横
堀
義
一
さ
ん
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
し
い
委
員
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。
一
同
良
い
広
報
紙

を
お
届
け
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
委
員
紹
介

　
◎
福
島
和
彦
　
　
栗
股
克
巳

　
　
藤
枝
正
一
　
　
持
丸
す
い

　
　
中
村
淑
子
　

　
　
　

◎
は
委
員
長
で
す
。　

（
中
村
）

令和３年度　支部委員・福祉推進員名簿

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に参加

し
て

女
　
性
　
部
　
総
　
会

女
　
性
　
部
　
総
　
会

　

四
月
二
十
五
日
、
代
議
員
会
に
続
き
女

性
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
部

役
員
も
改
選
さ
れ
、
新
役
員
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
依
然
と
し
て
続
い

て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
終
息
の
兆
し
は
見
え

ま
せ
ん
。
令
和
二
年
度
は
多
く
の
活
動
等

が
、
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
年
四
回
、

お
届
け
で
き
ま
し
た
。
待
っ
て
い
て
下
さ

る
方
の
笑
顔
が
見
ら
れ
、
う
れ
し
い
こ
と

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
支
部
活
動
に
女
性
部

と
し
て
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
を
願
い
、
皆

様
と
活
動
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
本
年
度
も
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

女
性
部
役
員
紹
介

女
性
部
役
員
紹
介

支部長 荒張　晴夫 （緑町３）
副支部長 福島　和彦 （桜　町）

同 栗股　克巳 （東町３）
同 髙田　眞弓 （大沢中３）

会 計 藤枝　正一 （東町４）
会計監査 髙野　康司 （桜　町）

同 上野　孝次 （桜　町）
支部委員 近藤　修平 （東町１）

同 石井　　洋 （東町２）
同 栗股　克巳 （東町３）
同 入江　洋一 （東町４）
同 荒川　昌之 （仲　町）
同 市毛　優至 （南　町）
同 上原　信雄 （西町１）
同 赤尾杉友一 （西町２）
同 下条　立美 （桜　町）
同 國谷　純一 （当の越１）
同 苅部　昭二 （当の越２）
同 藤井　祥一 （友部栄町）
同 田口　　博 （緑町１）
同 足立　　任 （緑町２）
同 森山　　隆 （緑町３）
同 吉沢　一徳 （美原団地）
同 石川　武次 （青葉町）
同 中村　　誠 （大沢中１）
同 伊王野資豊 （大沢中２）
同 入江　　葊 （大沢中３）
同 鈴木　征夫 （幸　町）

推 進 員 友部　庄一 （東町１）
同 冨田　嘉江 同
同 須藤　大輔 同
同 佐久間良男 同
同 青木　重子 （東町２）
同 友部　敏江 同
同 上野　仁子 同
同 渡辺　終吉 （東町３）
同 仲田　　健 同
同 小林恵美子 同
同 青葉　克則 同
同 大橋　貞二 （東町４）
同 永盛　正之 同
同 梶山　好文 同
同 中庭　善男 同
同 山田　昌司 同
同 前山　淳二 同
同 武田　圭司 同
同 伊橋　理代 同
同 永井　博子 （仲　町）
同 坂本奈央子 （南　町）
同 福田　紀子 同
同 上原　順子 （西町１）
同 富田　英明 同
同 横倉　きん （西町２）
同 神崎　昭子 同
同 鶴田　弘司 （桜　町）
同 高安　たみ 同
同 深作　祥司 同
同 菅谷　正子 同
同 会沢　克美 同
同 渡辺　美弥 同
同 児玉　佳人 同
同 髙野　康司 同
同 薄井　澄子 （当の越１）
同 中山　哲之 同

推 進 員 草刈　　修 （当の越１）
同 佐久間　寛 同
同 橋本　勝男 （当の越２）
同 生田目里美 同
同 宮澤久美子 同
同 田家奈々恵 同
同 長谷川悦子 同
同 秋山　文江 （友部栄町）
同 加藤　文子 同
同 細谷　久子 （緑町１）
同 飯村　正二 同
同 大出　正勝 同
同 谷津　恵子 （緑町２）
同 岩波喜代美 同
同 宮本　　弓 同
同 番場みち子 同
同 高久久仁子 同
同 上野　富枝 （緑町３）
同 大森　　実 同
同 海老澤信義 同
同 矢萩　恵子 同
同 植草　親子 同
同 荒張　晴夫 同
同 片岡　泰子 （美原団地）
同 橋本　奈保 同
同 石川　静子 同
同 吉成　静江 同
同 渡辺　信良 （青葉町）
同 中村　清美 同
同 小原　　宏 同
同 佐久間秀一 同
同 小岩井美子 同
同 本田　憲司 同
同 飛田　資雄 同
同 市塚　憲司 同
同 井坂フヂヱ 同
同 水越　健二 （大沢中１）
同 水越　愛子 同
同 中村美千代 同
同 国井　　寛 同
同 須藤　和彦 同
同 碓氷　厚子 （大沢中２）
同 仁平　聡子 同
同 宮内　秀幸 同
同 丹　　文雄 同
同 大平　和夫 同
同 多川英久雄 同
同 秋山　　勉 （大沢中３）
同 壽々木孝慎 同
同 小島　宗弘 同
同 大嶋　保雄 同
同 波多野照雄 同
同 市原　幹夫 同
同 佐山　　明 同
同 藤枝　大祐 同
同 小澤　知博 同
同 工藤　正道 同
同 髙田　眞弓 同
同 藤井　照雄 （幸　町）
同 鷺沼　英明 同
同 松原　純子 同
同 青木　理香 同
同 藤井　幹夫 同
同 興津亜紀子 同

部
　
長

　

髙
田　

眞
弓
（
新
任
）

副
部
長

　

村
上　

美
保
（
新
任
）

副
部
長

　

青
木　

重
子
（
再
任
）

副
部
長

　

中
村　

淑
子
（
新
任
）

の
皆
さ
ん
と
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
催
場
所
に
は
朝
早
く
か
ら
数
多

く
出
店
さ
れ
、
道
路
も
歩
行
者
天
国

に
な
る
な
ど
人
出
の
多
さ
に
驚
き
ま

し
た
。
六
時
三
〇
分
頃
か
ら
準
備
に

取
り
掛
か
り
、
販
売
品
の
ズ
ボ
ン
は

サ
イ
ズ
別
に
二
本
五
〇
〇
円
で
販
売

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
お
客
様
も

値
札
を
見
て
“
安
い
ね
ー
”
と
予
想

以
上
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
午
前
中
だ
け
の
出
店
と
は

い
え
、
初
め
て
の
参
加
で
心
配
で
し

た
。
始
ま
る
と
、
バ
ザ
ー
の
経
験
を

活
か
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、
一
同
満
足
の
表
情

で
し
た
。

大
沢
中
三
区
　
入
江
　
　
廣

　

五
月
九
日
（
日
）
、
岩
間
の
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
「
あ
た
ご
」
前
で
開
催
さ
れ
た

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
、
中
央
支
部
役
員


